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日本環境化学会　
環境化学討論会

今年度計画の達成度

目標達成度
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活動内容と成果

化学物質による環境汚染の現況と健康影響を調査し、関係機関に
情報提供等を行うとともに、セミナー、Web、文書等で市民に啓発
をはかり、環境汚染による健康被害を防ぐ。

助成期間を通して、日本環境化学会での発表を毎年行ってきたが、今後も引き続き調査結果等の発表を行っていく。2017年頃か
らアレルギー学会等でも化学物質に関する研究が次々発表されており、それらの専門家グループとも情報交換を行いながらネッ
トワークを広げていきたい。また、環境化学物質と健康影響についての基礎知識を普及させることで、市民一人一人が自分で判断
して解決できるように啓発を行っていきたい。

化学物質による環境汚染の情報が関係各所に浸透し、市民が
自発的、適切な選択により有害物による危険を回避でき、また
適切な医療や予防策により発症および重症化を防ぐ。

日本全国から化学物質による健康被害の相談や問合せがあり、そ
の地域の空気汚染の状況や相談者が使用する製品を調査・分析し
たところ、特に有害な化合物であるイソシアネートが確認され
た。海外の文献資料に加えて、生活環境における検出結果等を経
産省、厚労省、環境省に説明、パブリックコメント等で提言した。
また、他の市民団体と共同で市民向けの学習会を5回開催すると
ともに、有害化合物について説明する冊子や簡単なパンフレット
を作って知識の普及・啓発を行った。

助成活動を通して、消費者連盟からの協力依頼、化学物質過敏症支
援センターから啓発記事の執筆依頼を受けるようになった。他方、
当会の活動を知った方からの講演依頼や健康相談、医療機関への
紹介依頼などが増加し、活動のネットワークが急速に広がってき
た。Web広報のフォロワーは1,000人を超え、研究結果等を掲載
しているブログの閲覧者も3,000人を超えた。

今後の
展望

経産省、厚労省担当官への説明（参議院会館）

当会茨城事業所でのセミナー風景

当会東京事務所でのセミナー風景

■苦労した点
有害化合物の計測・分析に複数のス
タッフがさまざまな分析器・顕微
鏡・記録解析器を室内屋外で共用す
るため、メンテナンス・管理に苦労
した。

■工夫した点
市民ひとりひとりには中々伝わりに
くいと思われる有機化合物の種類や
毒性の違いを分かりやすく説明する
ために、化学構造式などを用いた入
門書を作成した。

（特非）   化学物質による大気汚染から健康を守る会


